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Ⅰ　概要

1　大学設置の経緯

環境問題や少子高齢化、高度情報化、国際化などの進展に伴い、社会構造がますます複雑化する中
で、学術研究の高度化、学際化とともに、社会では高い資質と能力をもった職業人が強く求められてい
る。特に、札幌市においては、公共事業の削減が進む中、IT産業に代表される札幌の産業特性に対応し
たデザイン分野、積雪寒冷という札幌の気候風土に着目したデザイン分野など、地域社会に密着した産
業の振興への取り組みがより重要であり、こうした取り組みに対応できる幅広いデザイン能力を持った
職業人が求められている。
また、今後も当分の間、看護職の不足が続くと予測されている中、在宅医療を支える訪問看護等の需
要増加を初めとして、今後は、患者の生活の質向上を目指したケアを行うことができる、広範で高度な
看護能力を有する看護職の確保が求められている。
一方、今日の高等教育機関においては、その高度な教育研究機能を通じて、これまで以上に地域社会
への貢献を果たすことが大きな社会的要請となっている。
平成3年に開校した札幌市立高等専門学校は中学卒業時から5年間の早期一貫教育を行うデザイン系高
等教育機関として、実践的職業人を数多く輩出してきたほか、企業や行政からの受託研究などを通じ
て、産業の振興や市民生活の向上に貢献してきた。
また、昭和40年に開校した札幌市立高等看護学院は、高校卒業後の3年課程の専修学校として、市立札
幌病院を始めとする札幌市内医療機関に看護職を多数輩出し、市民の健康支援に貢献してきた。
このような状況の中で、先の地域課題への対応や社会的要請にこたえるために、札幌市立高等専門学
校と札幌市立高等看護学院の大学化の必要性と方向性について幅広い議論を行うべく、平成13年11月、
「市立高等専門学校・高等看護学院の大学化検討懇話会」を設置した。
大学化検討懇話会は、市民論議の中心的役割を担う立場から、インターネットを始め、さまざまな形
で寄せられる市民の意見に耳を傾け、審議経過を逐次公開しながら検討を進め、平成14年12月、約1年間
にわたる市民論議の集大成として、「札幌市立高等専門学校と札幌市立高等看護学院が社会構造の変化
に的確に対応し、かつ、地域社会の要請にこたえていくためには、4年生大学化によるレベルアップをで
きるだけ早期に図る必要がある。」とした「市立高等専門学校・高等看護学院の大学化に関する提言」
をまとめた。
こうした市民論議の経過を踏まえて、札幌市では、平成15年9月に「（仮称）札幌市立大学基本構想」
を策定し、平成18年春の札幌市立大学の開学を目指すこととした。
そして、この基本構想に盛り込まれた方向性を具体化するために、平成15年11月に大学教育の専門家
を中心とする「（仮称）札幌市立大学設置準備委員会」を設置して調査・審議を進め、学部・学科や教
育課程、学生の受け入れ、校地・校舎のあり方といった事項について準備委員会における検討内容を踏
まえて、平成16年7月に「（仮称）札幌市立大学基本計画」を策定し、平成17年4月に札幌市立大学の設
置認可申請を行った。同年12月に大学の設置が認可され、「人間重視を根幹とした人材の育成」と「地
域社会への積極的な貢献」を理念とした札幌市立大学を平成18年4月に開学した。
また、デザインと看護の学部での教育を基盤として、より高度な専門的知識を有する高度専門職業人
及び研究者・教育者の育成を目的として大学院修士課程を設置することとした。
大学院修士課程は大学院基本計画に基づき1期生の卒業時期に合わせた開設が計画され、平成21年5月
に「札幌市立大学大学院設置認可申請書」を文部科学省に提出、10月に大学院の設置が認可され、
平成22年4月に札幌市立大学大学院を開設した。
大学院の開設と合わせて、より高度な能力を持った助産師の養成が必要とする社会的要請を受け、本
学に助産学専攻科を設置して助産師の養成を行うこととした。
その後、平成23年5月に「大学院（博士後期課程）設置認可申請」を文部科学省に提出、10月に大学院
（博士後期課程）の設置が認可され、平成24年4月に札幌市立大学大学院（博士後期課程）を開設した。
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沿革

昭和40年4月 札幌市立高等看護学院　開校

平成3年4月 札幌市立高等専門学校　開校

平成8年4月
札幌市立高等専門学校専攻科　開設
札幌市立高等専門学校附属研究所　開設

平成13年11月 「市立高等専門学校・高等看護学院の大学化検討懇話会」設置

平成14年12月 同懇話会による「市立高等専門学校・高等看護学院の大学化に関する提言」

平成15年9月 「（仮称）札幌市立大学基本構想」策定

平成15年11月 「（仮称）札幌市立大学設置準備委員会」設置

平成16年7月 「（仮称）札幌市立大学基本計画」策定

平成17年12月 大学設置認可

平成18年3月 公立大学法人札幌市立大学　設立認可

平成18年4月 公立大学法人札幌市立大学　開学

平成18年10月 サテライトキャンパス　開設

平成19年4月
地域連携研究センター　開設
アドミッションセンター　開設

平成20年3月 札幌市立高等看護学院　閉校

平成20年4月 キャリア支援センター　開設

平成20年8月 認定看護管理者制度サードレベル教育課程　開講

平成21年3月 札幌市立高等専門学校本科　閉科

平成21年10月 大学院（修士課程）設置認可

平成21年12月 助産学専攻科の助産師学校指定通知

平成22年4月 大学院（修士課程）デザイン研究科・看護学研究科・助産学専攻科　開設

平成23年3月 札幌市立高等専門学校専攻科　閉校

平成23年10月 大学院（博士後期課程）設置認可

平成24年4月 大学院（博士後期課程）開設
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2　デザイン学部の概要

　 1）特色
　デザイン学部では、大学の特色を踏まえ、幅広い職業人の育成を行うことを基盤とし、デザイ
ンという特定の専門分野の教育研究を通じて、社会に貢献することを特色としている。具体的に
は、優秀で創造的な人材を社会に輩出するほか、企業との共同研究や受託研究といった産学連
携、個人の創造性・スキルに基盤を置き、知的資産によって価値を生み出す創造的な産業の振興
などを通じて社会に貢献するものである。
　また、平成17年1月中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」の「高等教育の多様な
機能と個性・特色の明確化」にある七つの機能のうち、「幅広い職業人養成」を主軸とするほ
か、デザインという「特定の専門的分野の教育・研究」及び「社会貢献機能」に比重を置いて教
育研究に取り組むことを特色としている。

　 2）教育目的
　デザイン学部では、次のような人材の育成を目的とする。
①　幅広いデザイン能力を持った人材の育成
デザインの基礎的な理論や技術について幅広く教育を行い、高度な職業人に必要なデザイン
能力を持った人材を育成する。

②　人間中心の視点に立ったデザインに取り組める人材の育成
造形の基盤となる芸術的要素に機能の基盤となる工学的要素を融合させ、人にやさしいデザ
インや使いやすいデザインなど、人間中心の視点に立ったデザインに取り組むことのできる
人材を育成する。

③　地域社会に貢献できる人材の育成
時代や社会の要請を的確に捉えた教育研究に取り組むとともに、地域産業や芸術・文化の振興
を始め、都市機能や都市景観の向上など、まちづくり全体に幅広く貢献する人材を育成する。

　 3）育成する人材像
　札幌市においては、IT産業に代表される札幌の産業特性に対応したデザイン分野や、積雪寒
冷という札幌の気候風土に着目したデザイン分野など、地域社会に密着した産業の振興への取組
が特に重要視されており、こうした取組に対応できる幅広いデザイン能力を持った職業人が求め
られている。
　デザイン学部では、そうした社会の人材需要にこたえるとともに、教育目的を達成するため、
次の能力を備えた人材を育成する。
①　多様なコミュニケーション能力

的確に意思疎通を図り、豊かな人間関係を形成することができる能力のほか、海外とのコミュ
ニケーションに必要な実用的な英語能力、高度情報化社会に不可欠な情報処理能力を養う。

②　課題探求能力と問題解決能力
社会の課題やニーズを自ら探求する能力と、その問題をデザインによって解決することので
きる能力を養う。

③　デザインの基礎となる表現力
豊かな感性を涵養するとともに、創造的な発想と豊かな表現力を養う。

④　人間や環境に配慮したデザイン思考能力
人間にとって使いやすいデザインや環境への負荷に配慮したデザインを行う能力を養う。

⑤　新たな価値を発見する柔軟な発想力
固定観念にとらわれず、さまざまな視点からデザインに取り組むことのできる柔軟な発想を養う。

⑥　企画力や管理・運営能力
デザインを実践的に活用することのできる企画力や管理・運営能力を養う。
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3　看護学部の概要

　 1）特色
　看護学部では、幅広い職業人を育成することを基盤として、看護学という特定の専門的分野
の教育研究を通じて、社会貢献を果たしていくことを特色としている。具体的には、確実な看
護実践力を持ち、高い資質を有する看護職を輩出するとともに、保健・医療・福祉行政や関係
機関などと連携し、地域看護の充実や市民の健康の保持増進につながる研究を通して社会に貢
献するものである。
　したがって、看護学部では、平成17年1月中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来
像」の「高等教育の多様な機能と個性・特色の明確化」にある7つの機能のうち、「幅広い職
業人養成」を主軸とするほか、看護という「特定の専門的分野の教育・研究」及び「社会貢献
機能」に比重を置いて教育研究に取り組むことを特色としている。

　 2）教育目的
　看護学部では、看護職として活躍する次のような人材の育成を目的とする。
①　的確な実践力を有する人材の育成
看護は、看護の理論や知識を基盤とした看護実践を通して研鑽を重ねつつ、専門性を深める
学問である。
高度・専門化する医療、多様化する看護ニーズに対応するためには、緻密な観察に基づく的
確な判断能力と技術力、さらにこれらを基盤とした問題解決能力が求められる。また、人々
がより高い水準の健康を維持・獲得するためには、科学的根拠に基づいた専門的知識・技術
を用いて、自律的にケアを推進する実践的な援助能力が求められる。
このため、あらゆる健康レベルや場において、人々が快適で安全に安心して生活できるよう、理論・
知識・根拠に基づき的確に看護を実践できる技術と能力を有する看護職を育成する。

②　人間性を尊重した対人関係形成能力を備えた人材の育成
看護の援助過程は、看護職と看護を必要とする人との人間関係形成により進行するものであ
る。看護職は、人間の尊厳を重視し、安心感を与える態度・態様が求められるとともに、看
護行為を実施する上では、すべての人に対する人権の擁護と倫理的判断ができるように常に
志向することが肝要である。
また、医療施設における看護はもとより、福祉施設や在宅における看護、地域における看護
など、看護職に求められる能力、期待される役割が増大しているとともに、高度化する医療
は、さまざまな職種の医療従事者を必要としており、看護職や他の従事者と連携・協働し、
対象である人間を中心とする視点に立った医療・看護を提供することが重要である。
このため、対象あるいは医療従事者間との意思疎通を図り、対人関係の形成のために、身体
的側面だけではなく、心理的、社会的側面から人間を理解し、幅広い教養を基盤とした豊か
な人間性と倫理観を備えた看護職を育成する。

③　地域社会に貢献できる人材の育成
市民の健康に対するニーズの増大や価値観の多様化などに伴い、看護職に対する需要は増大、複
雑化してきており、本学では、このような地域の看護需要に対応することが必須になる。
このため、保健・医療・福祉などの学びに加えて、幅広い分野・職種と連携し、創造的、主
体的に学習することで、積極的に地域社会における市民の健康の保持増進に貢献できる人
材を育成する。また、看護職に対する需要は、それぞれの地域ごとに異なっており、札幌市はもとよ
り、北海道内あるいは全国的な視点から、看護の発展に寄与できる看護職を育成する。

　 3）育成する人材像
　札幌市には、多くの高度・専門的医療機関が立地し、北海道における高度、先進的医療技術の
中核的役割を担っている。少子高齢化が急速に進行し、さらに、独居老人世帯数、高齢夫婦世帯
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数も増加しており、このような社会情勢に的確に対応した看護職が求められている。
　このため、看護学部では、医療機関における高度・専門的医療を担う看護職を育成することは
もとより、在宅の高齢者等に対する看護、保健指導など地域の看護需要に対応できる看護職を育
成することとし、こうした社会の人材需要の充足と教育目的を達成するため、次の能力を備えた
人材を育成する。
①　対人関係形成能力
豊かな人間性と倫理的判断力を備え、安心感を与える的確な意思疎通により対人関係を形成
できる能力を養う。

②　権利擁護・安全なケア提供能力
　�さまざまな健康レベル、あらゆる発達段階、さまざまな場において、対象の権利を擁護し、
安全なケアを提供できる能力を養う。

③　的確な判断能力と問題解決能力に基づく看護実践技術力
�緻密な観察と科学的知識に基づく的確な判断能力と問題解決能力を培い、これらを基盤とし
た看護実践技術力を養う。

④　医療従事者間における調整・指導のための基礎的能力
看護対象者の視点から保健・医療・福祉を追究し、各分野における看護の専門性と役割を認
識の上、医療従事者間の調整や指導的役割を担うための基礎的な能力を養う。

⑤　課題解決力を高めるための自己研鑽能力
主体的・創造的に課題探求に取り組み、解決する力を高めるために継続的に自己研鑽できる
能力を養う。

4　デザイン研究科の概要

　 1）特色
　デザインの役割が拡張し、従来のように造形や視覚表現にとどまらず、社会や地域、産業等の
複雑な問題をデザイン課題として受け止め、人間や環境に配慮したデザイン提案によりその解決
策を実現できる、高度なデザイン能力を有する人材が必要となっている中で、デザイン研究科で
は、よりよい地域社会の実現に貢献できる高度専門職業人及び研究者・教育者を育成するため、
以下の能力を修得することを特色とする。
　また、平成17年9月中央教育審議会答申「新時代の大学院教育－国際的に魅力ある大学院教育
の構築に向けて－」の四つの「大学院に求められる人材養成機能」のうち「高度な専門的知識・
能力を持つ高度専門職業人の養成」及び「創造性豊かな優れた研究・開発能力を持つ研究者等の
養成」に比重を置いて教育・研究に取り組む。
【博士前期課程】
①　デザインに関連する複合的かつ複雑な課題・問題を解決する「課題解決能力」
②　デザインを通じて新たな価値を生み出す「創造力」
③　課題・問題の発見、分析から具体的事業化までを一貫したデザインプロセスとしてまとめる
「企画調整能力」

④　一連のデザインプロセスを具体化する「実践能力」
【博士後期課程】
①　自身の専攻分野の専門的知識・技能を中心としつつ、関連近隣分野の基礎的素養をも習得
し、幅広い見識から事象の本質を捉える「課題発見・分析・解決能力」

②　デザインの視点を通じて自主的・自立的に研究や調査、分析等を実践できる「研究遂行能力」
③　国内外の専門家や研究者とのコミュニケーションを図りながら、広く社会全体を俯瞰し、
「リーダーシップ」を発揮できる確かな「調整力」及び「指導力」
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　 2）教育目的
【博士前期課程】
　地域社会全体に内在する様々な課題に対してデザインによる解決策を教育 ･研究することによ
り、高度で専門的なデザイン能力を持った職業人の育成を目指し、産業、芸術・文化等の振興、
地域再生・活性化などの貢献を果たすことを目的としている。
【博士後期課程】
　自立した研究者として独創的な視点から社会課題を発見するとともに、深く研究に取り組み、
デザイン分野における学術理論及び技能の高度化の追究を通じて、社会への貢献を果たすことを
目的としている。

　 3）育成する人材像
【博士前期課程】
①　屋内外の様々な空間を対象とする空間デザイン分野において、人間の生活や自然環境に配慮
しつつ、建築デザインや環境デザインに関する高度なデザイン能力を有する人材。

②　人間生活に欠かせない多様な製品並びにそれを支えるインタフェース（操作性）について、
人間中心の生活システムとしての製品やそのインタフェースをデザインできる高度なデザイ
ン能力を有する人材。

③　人々の豊かなコミュニケーション活動を支えるコンテンツの制作と、多様なコンテンツのメ
ディア展開を企画・構築し、運営に至るプロセスをプロデュースできる高度なデザイン能力
を有する人材。

【博士後期課程】
①　デザインを通じた組織構築や質改善のためのシステム開発を実践し、組織において指導的立
場となり得る人材。

②　自立して研究活動を行い、デザインの学問的体系を構築できる人材。

5　看護学研究科の概要

　 1）特色
　近年、看護分野は専門分化しており、これに対応する卓越した実践能力を有する看護職及び統
合的な調整能力を有する看護管理者の育成が急務となっている。
　また、これら卓越した臨床能力及び看護の専門性のさらなる向上には、看護の未来を見据えた
洞察力・創造力を有し、学問的理念を基盤として研究を推進する自立した教育者・研究者の果た
す役割が大きい。
　看護学研究科は、このような社会の要請に応える人材を育成し、札幌を発信源に、21 世紀の
看護の一端を担い、これを保健・医療・福祉分野へ発信できる、看護のバランス感覚に優れた人
材の育成を目指している。
　なお、本研究科では、平成 17年 9月5日中央教育審議会答申「新時代の大学院教育－国際的に魅
力ある大学院教育の構築に向けて－」の 4つの「大学院に求められる人材養成機能」のうち「高
度な専門的知識・能力を持つ高度専門職業人の養成」及び「創造性豊かな優れた研究・開発能力
を持つ研究者等の養成」に比重を置いて教育・研究に取り組むことを特色とし、以下の能力の修
得を目指している。
【博士前期課程】
①　正確性・緻密性及び独創性を有する高度な臨床看護実践能力
②　高度な倫理観に基づき、専門看護分野において分析・判断・行動・評価ができる能力
③　他職種と協働し、看護における将来展望に資する統合・調整ができる能力
④　積雪寒冷地における健康づくり支援に取り組む能力
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【博士後期課程】
①　看護に対する社会的課題を的確に認識し、将来を見据えた技術開発やシステムの検証・創
出、組織での施策提言等を行う能力

②　豊かな人間性や広い視野に加え、高度な倫理観、専門知識や技能に裏打ちされる高い管理能
力、指導能力

③　高度な学識と臨床の両面から、看護学の基礎研究や応用研究に自立的に取り組み、実践科学
としての看護学を追究する能力

　 2）教育目的
【博士前期課程】
　広い視野に立って看護学の基盤を学修した個々人の専門性及び学識を深めつつ、看護学を発展
させることのできる研究者・教育者や様々な形態での看護の実践及び幅広く地域社会に貢献でき
る高度で専門的な人材を育成することを目的としている。
【博士後期課程】
　自立した研究者として、様々な看護現象に対して深く研究に取り組み、看護の枠組みの再構築
やシステム開発、技術開発などを行い、看護分野における学術理論及び技能の高度化の追究を通
じて、社会への貢献を果たすことを目的としている。

　 3）育成する人材像
【博士前期課程】
①　保健・医療の中核を担う高度臨床看護実践者の育成（専門看護師を含む）
②　総合的に看護ケアをマネジメントする看護管理者の育成
③　地域や在宅において健康な生活と福祉の向上に率先して貢献する看護職の育成
④　看護の未来を創造・開拓する看護研究者、看護教育者の育成
⑤　看護技術の開発及び評価能力を備える人材の育成
⑥　幅広い視野のもとで新しい看護システムや制度の開発に資する人材の育成
【博士後期課程】
①　看護学の基礎研究・応用研究に自立的に取り組み、人材育成システムの検証・提言ができる
研究者、開発者

②　確かな知識や技術、倫理観を基盤として、看護職者を志す人々に質の高い教育を実現し、さ
らに新たな教育制度や方法、カリキュラム等の創出に寄与できる教育者

③　看護現象の分析・評価を通じて、看護システムをグローバルに構築・変革し、自ら行動する
高度専門職業人及び看護管理者を養成・指導できる教育者・管理者

6　助産学専攻科の概要

　 1）特色
　助産学専攻科では、学士課程4年間において培った自己研鑽力が発揮できる教育課程を特色と
している。
　その1つとして、選択科目を設定せず、学生個々に助産学に広く関連した課題を発見し、自ら
学びを深める機会を創っている。加えて、この学びの更なる発展に向け文献研究を行う。
　また、1年間の学修では、助産師に必要な基本的知識・技術を土台に、ハイリスク事例に対応
できるような高度な知識・技術を熟練した助産師と専門医のもとで修得する。この学修では看護
師資格が大いに役立っている。
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　 2）教育目的
　札幌市立大学の理念である「人間重視を根幹とした人材の育成」と「地域社会への積極的な貢
献」を基盤に、各種助産技術能力の正確な修得を目指し、次のような教育を目的とする。
①　助産師に必要な基本的かつ高度な知識が修得できる。
②　助産師に必要な基本的かつ正確な助産技術が修得できる。
③　助産師に必要な知識と技術を統合し、助産ケアが実践できる。

　 3）育成する人材像
　北海道、札幌市においては、需給見通しで助産師の不足が見込まれる一方、産科医師の減少な
どにより、助産師の需要がさらに増加する可能性がある。また、少子高齢化が急速に進行する中
で、より一層安全で安心な分娩介助が求められるとともに、思春期や更年期への相談など、助産
師が担う役割は広範化・高度化する傾向にある。
　このため、助産学専攻科においては、次のような人材を育成する。
①　助産に関する幅広く、高度な知識と正確な技術を有する助産師
②　地域社会における母子健康の向上に貢献できる助産師
③　人間性豊かな助産師

7　平成25年度の特筆すべき事項

平成25年度、札幌市立大学では以下のような特筆すべき事項があった。

1）学長補佐体制の整備
　第二期中期計画において、理事長（学長）のリーダーシップが機動的に発揮できるよう、平成
25年度に学長補佐体制の整備を行った。具体的には、理事長、副学長、事務局長で構成し、法人
及び大学運営の重要事項を審議する経営会議を新たに設置した。また、理事長が平成24年度に策
定した第二期経営戦略を着実に進めていくための組織として教育研究企画会議と学外連携企画会
議を設置し、経営戦略を計画的に推進していくための体制を構築した。

2）大型外部資金の獲得
　平成25年度には大型の外部資金として以下の3つの補助金及び研究費を獲得した。1つ目は文部
科学省が地域を志向した教育・研究・社会貢献を進める大学を支援する「地（知）の拠点整備事
業」に採択された「ウェルネス×協奏型地域社会の担い手育成『学び舎』事業」である。本事業
では、札幌市南区の廃校を拠点として、教育カリキュラムの改革や地域住民の健康増進等に寄与
する研究の推進、地域の再生や活性化等につながる取組を推進していく（事業期間:平成25〜29
年度、申請額:215,813千円）。
　2つ目は、日本学術振興会の科学研究費助成事業基盤研究（A）に採択された「タイム・ス
ペースシェアリング型地域連携による地域創成デザイン研究」である。本研究は、地方市町村
と大都市の双方における暮らしの質の維持や魅力創出のための手法の構築を目的とし、地域衰
退の先行事例となる可能性のある北海道地域の地方市町村と大都市を対象に、定量的な調査分析
を行い、それぞれの魅力と課題を明らかにするものである（研究期間:平成25〜27年度、研究経
費:34,100千円）。
　3つ目は、文化庁の「大学を活用した文化芸術推進事業」に採択された「空知旧産炭地域にお
ける『炭鉱(やま)の記憶』をキーワードにした地域再生のためのアートマネジメント人材育成事
業」である。本事業は、本学のアート、デザインに関する教員、学生、教育研究機能、施設・資
料等と空知旧産炭地域の地域資産である炭鉱遺産施設、公共施設等を活用したアートプロジェク
ト、ワークショップ、研修等の企画、実施を通して実践的な人材育成を行うものである。
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3）広報戦略及び国際化基本方針の策定
　本学の広報力の強化と情報共有の推進等を図るため、平成25年度に広報戦略と戦略を具体的に
展開する行動計画について検討を行い、平成26年3月に策定した。広報戦略では、大学の魅力の
発掘や学内情報の共有、共感型広報の推進などの基本戦略を定めるとともに、新設した広報室を
中心に、学生及び教職員が全学一丸となって広報活動の推進に取り組むこととしている。
　また、本学の国際交流活動の指針となる「大学の国際化に関する基本方針」を、地域連携研究
センターを中心に検討し平成25年9月に策定した。基本方針では、グローバルな視点に立った教
育・研究の推進や国際的な視野を持った人材の育成等を目指すこととしている。

8　行事

前期開始	 4月1日
入学式・後援会総会	 4月3日
前期ガイダンス	 4月4日
前期授業開始	 4月5日
前期履修登録期間	 4月5日～17日
健康診断	 4月15日・17日
第1回オープンキャンパス	 6月15日
デザイン学部3年次編入学試験	 7月20日
大学院デザイン研究科博士前期課程推薦選抜入学試験	 7月20日
前期定期試験期間	 8月1日～8月9日
夏季休業	 8月10日～9月4日
看護学部3年次編入学試験	 9月7日
助産学専攻科入学試験　	 9月7日
第2回オープンキャンパス	 9月21日
後期ガイダンス	 9月27日
大学院デザイン研究科博士前期課程一般・特別選抜入学試験	 9月28日
大学院看護学研究科博士前期課程一般・特別選抜入学試験	 9月28日
前期終了	 9月30日
後期授業開始	 9月30日
後期履修登録期間	 9月30日～10月10日
後期開始	 10月1日
大学祭	 10月12日・13日
デザイン・看護学部特別選抜入学試験（推薦入学・社会人）	 11月23日
冬季休業	 12月21日～1月5日
後期定期試験期間	 2月6日～18日
大学院看護学研究科博士前期課程一般・特別選抜入学試験（2次募集）	 2月8日
大学院看護学研究科博士後期課程入学試験	 2月8日
デザイン・看護学部一般選抜入学試験（前期日程）	 2月25日
デザイン学部特別選抜入学試験（私費外国人留学生）	 2月25日
大学院デザイン研究科博士前期課程一般・特別選抜入学試験（2次募集）	 3月1日
大学院デザイン研究科博士後期課程入学試験	 3月1日
春季休業	 3月5日～31日
デザイン学部一般選抜入学試験（後期日程）	 3月12日
卒業式・修了式	 3月19日
後期終了	 3月31日
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